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内部統制システム基本方針第２２版 

 

当社は、経営理念に掲げている「世界の人々の健康と安心、心の豊かさの実現」をすべて

の活動の基本思想としています。 

当社は、この基本思想のもと、当社および子会社（以下、「オリンパスグループ」）の業務

の有効性と効率性ならびに財務報告の適正性と信頼性を確保するための体制を整備し、運

用するとともに、継続的な改善を図るものとしています。 

 

 

I オリンパスグループにおける業務の適正を確保するための体制 

 

【当社の体制】 

（１）当社は、指名委員会等設置会社として、経営の監督と執行の明確な分離により、ガ

バナンスの強化ならびに透明性の一層の向上および業務執行の意思決定の迅速

化・効率化を図ります。 

（２）取締役会は、監督機能を高める観点から、取締役の半数以上を独立社外取締役で構

成し、オリンパスグループの経営に係る重要事項を決定するとともに、執行役の職

務の執行を監督します。 

（３）CEOは、執行の最高責任者として他の執行役を統括し、執行における全責任を負い

ます。 

（４）執行役は、取締役会から委任された事項について意思決定を行い、オリンパスグル

ープ全体における自己の管掌範囲の業務を執行します。また、取締役会に、その職

務の執行について定期的に報告します。 

（５）グループ経営執行会議は、執行役で構成され、オリンパスグループ全体の業務執行

における重要事項について審議およびモニタリングを行います。 

 

 

１．オリンパスグループの役員および使用人の職務の執行が法令および定款に適合するこ

とを確保するための体制 

（１）取締役会は、経営理念およびオリンパスグローバル行動規範等の「経営の基本方針」

を定め、執行役の職務の執行を監督します。 

（２）執行役は、オリンパスグループの役員および使用人が遵守すべき方針や手続き等を

明確にした各種規程類を制定し、オリンパスグループにおける職務を執行します。

また、規程類に係る継続的な教育等を行うことにより、その内容の浸透およびオリ

ンパスグループにおけるコンプライアンス意識の向上を推進します。 

（３）当社は、コンプライアンス活動に関してオリンパスグループ全体を統括する責任者

を任命し、統括機能を設置します。統括機能は、コンプライアンスマネジメントシ

ステム規程に基づき、オリンパスグループのコンプライアンスに関する施策の推

進および使用人に対する教育等を実施します。また、グローバルおよび各地域に通

報受付窓口を設置し、コンプライアンス違反に関する通報を受け付けます。 

（４）当社は、CEO 直轄の内部監査機能を設置します。内部監査機能は、内部監査規程お

よび関連する規程類に基づき、オリンパスグループの各種内部監査を実施し、その

結果を CEO および監査委員会に対して報告します。当社は、その結果を踏まえ、

適切な措置を講じます。 
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２．執行役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制 

執行役は、各地域において文書管理規程等の規程類を定め、重要な文書または電磁的

情報を保存および管理するとともに、必要に応じて閲覧できる状態を維持します。 

 

 

３．オリンパスグループの損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

（１）取締役会およびグループ経営執行会議等の会議体は、慎重な審議ならびに決裁手続

の適正な運用により、オリンパスグループの事業リスクの管理を行います。 

（２）当社は、オリンパスグループのリスクマネジメントを担当する機能を設置します。

担当機能は、内部統制規程および関連する規程類に基づき、オリンパスグループの

事業活動に伴う重大リスクの顕在化を防ぎ、万一リスクが顕在化した場合の損害

を最小限に留めるためのリスクマネジメント体制を整備し、その適切な運用およ

び管理にあたります。緊急事態発生時には、執行役等に緊急報告を行い、速やかに

対処します。 

（３）当社は、オリンパスグループにおける損失のリスク（品質、製品安全、輸出入管理、

情報セキュリティ、安全衛生、環境、災害等）に関して、領域ごとに所管する機能

を設置します。各所管機能は、規程類を制定し、オリンパスグループの予防的リス

クマネジメントおよび教育を実施します。 

 

 

４．オリンパスグループの職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

取締役会は、意思決定の迅速化および効率化を図るため、執行役に対し適切な権限移

譲を行います。執行役は、取締役会が定めた職務分掌に基づき、オリンパスグループ全

体における管掌範囲の職務を執行します。また、職務権限規程、組織規程等を整備し、

管掌範囲における主要な職位の責任と権限を明確にします。  

 

 

５．子会社の取締役および使用人の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制 

当社は、オリンパスグループの各地域に属する複数の関係会社を管理・統括する地域

統括会社を設置します。地域統括会社の責任者は、関係会社管理規程および関連する規

程類に基づき、関係会社の経営状況等について定期的に CEOに報告します。 

また、関係会社の経営上の重要事項について、職務権限規程等に基づき、当社の承認

または当社への報告を義務付けます。 

 

 

Ⅱ 監査委員会の職務の執行のために必要な事項 

 

１．監査委員会の職務を補助すべき使用人ならびに当該使用人の執行役からの独立性およ

び実効性の確保に関する事項 

当社は、監査委員会の職務を補助すべき専任の使用人を配置し、また、必要に応じて

兼任の使用人を配置します。これらの監査委員会の職務を補助すべき使用人は、規程類

の定めに従い、監査委員会の指揮および命令に基づいて職務を遂行します。さらに、監

査委員会の職務を補助すべき専任の使用人の任免、異動、賃金および人事評価等につい

ては監査委員会の同意を得たうえで決定することで、監査委員会からの指示の実効性

および執行からの独立性を確保します。 
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２．オリンパスグループの役員および使用人が監査委員会に報告をするための体制 

（１）オリンパスグループの取締役（監査委員を除く）、執行役、監査役および使用人は、

法令および定款に違反する重大な事実、オリンパスグループに著しい損害を及ぼ

す可能性のある事実、またはオリンパスグループの業務に著しく不当な事実を発

見したときは、直接または担当機能を通じ直ちに監査委員会に報告します。その他、

法令および監査委員会規程等に基づき、監査委員会がオリンパスグループの取締

役、執行役および使用人等に対して報告を求めたときは、当該取締役、執行役およ

び使用人等は速やかに監査委員会に報告します。 

（２）コンプライアンス活動に関してオリンパスグループ全体を統括する責任者は、オリ

ンパスグループにおけるコンプライアンスに関する状況を監査委員会に対して定

期的に報告します。また、内部通報制度に基づく通報内容および調査結果を定期的

に監査委員会に報告します。

（３）内部監査機能は、オリンパスグループにおける内部監査の状況を監査委員会に対し

て定期的に報告します。 

３．監査委員会への報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受け

ないことを確保するための体制 

当社は、規程類を定め、監査委員会に報告を行ったことを理由として、当該報告者に

対して不利益な処遇（解雇、降格、減給等の懲戒処分や不利益な配置転換等の人事上の

措置の他、業務に従事させない、専ら雑務に従事させる等の事実上の措置を含む）を行

いません。 

４．監査委員の職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項 

当社は、規程類に基づき、監査委員による職務の執行に伴う費用の前払または償還の

請求があった場合には、当該監査委員の職務の執行に必要でないと明らかに認められ

る場合を除き、その請求に応じ速やかに支出します。 

５．その他監査委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

（１）オリンパスグループの取締役、執行役および使用人は、監査委員会によるヒアリン

グや往査等の調査に応じることで、監査の実効性を確保します。 

（２）当社は、監査委員会が取締役、執行役および会計監査人、その他必要な者との十分

な意見交換を行う機会を確保します。 

（３）当社は、監査委員が重要な会議に出席する機会を確保します。

（４）監査委員会は、内部監査機能から監査結果等について報告を受けるとともに、必要

に応じて監査委員会が内部監査機能に指揮・命令権を行使するなど、内部監査機能

と緊密な連携を図ります。 

（５）当社は、監査委員会の求めに応じて、子会社の監査役との連携および子会社の使用

人からの情報収集の機会を確保します。 

以 上 


